
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
９ 

年 
 

組 
 

番 

氏
名 

 
叙
情
あ
ふ
れ
る
詩
を
残
し
た
三
好
達
治
に
「
灰
が
降
る
」
と
題
す
る
①
イ
シ
ョ
ク
（
異
色 

）
作

が
あ
る
。
短
い
言
葉
を
連
ね
た
２
８
行
の
詩
の
最
後
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
結
ば
れ
る
。〈
お
月
さ
ま

が
／
②
囁
（
さ
さ
や
）
い
た
／
昔
々
（
１
）
あ
の
星
に
／
（
２
）
悧
巧
な
猿
が
住
ん
で
ゐ
た
〉
。
は

て
、
ど
う
い
う
こ
と
か
▼
灰
と
は
核
兵
器
に
よ
る
〈
Ａ
死 

〉
の
灰
の
こ
と
。
詩
の
中
の
〈
死
の
総

計
の
灰
を
ま
く
／
と
ん
だ
花
咲
爺
さ
ん
だ
〉
は
（
３
）
核
実
験
に
血
道
を
上
げ
る
大
国
で
あ
ろ
う
。

人
類
は
核
で
滅
び
、
お
月
様
が
地
球
を
③
ナ
ガ
（
眺 

）
め
て
言
う
の
が
結
び
の
言
葉
で
あ
る
▼
そ

の
詩
か
ら
半
世
紀
以
上
。
（
４
）
冷
戦
も
終
結
し
て
長
い
の
に
、
人
類
は
歩
み
を
止
め
た
か
の
よ
う

な
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
会
議
の
④
ケ
ツ
レ
ツ
（
決
裂 

）
で
あ
る
。
最
終
文
書
を
⑤
サ
イ
タ

ク
（
採
択 

）
で
き
ず
に
閉
幕
と
な
り
、
核
⑥
ハ
イ
ゼ
ツ
（
廃
絶 

）
を
め
ざ
す
人
々
の
失
望
は
深

い
▼
国
際
社
会
を
見
回
せ
ば
、
核
兵
器
は
大
き
な
顔
を
し
た
ま
ま
だ
。
米
ロ
英
仏
中
の
核
保
有
国
は

今
回
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
記
述
に
強
く
反
対
し
、
⑦
文
言
（
も
ん
ご
ん
）
は
⑧
サ
ク
ジ
ョ
（
削
除 

）

さ
れ
た
。
こ
の
５
カ
国
は
国
連
安
保
理
を
常
任
理
事
国
と
し
て
支
配
し
て
い
る
。
⑨
ガ
ン
バ
ン
（
岩

盤 

）
の
よ
う
な
「
既
得
権
」
と
い
え
る
▼
６
年
前
、「
核
な
き
世
界
」
を
高
ら
か
に
唱
え
た
オ
バ

マ
大
統
領
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
。
そ
の
と
き
三
好
の
こ
ん
な
⑩
逸
話
（
い
つ
わ
）
を
小
欄

で
引
き
合
い
に
し
た
。
校
歌
の
作
詞
を
頼
ま
れ
た
が
断
り
、
そ
の
理
由
を
「（
５
）
僕
が
校
歌
を
作

っ
て
、
こ
の
さ
き
心
中
で
も
し
た
ら
、
学
校
の
生
徒
は
散
々
だ
」
と
語
っ
た
そ
う
だ
▼
希
望
に
満
ち

た
校
歌
な
ら
ぬ
名
演
説
を
「
先
物
買
い
」
し
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
、
一
抹
の
不
安
を
呈
す
る
コ
ラ
ム
だ

っ
た
。（
６
）
あ
の
と
き
の
世
界
の
熱
気
は
散
々
に
裏
切
ら
れ
て
終
わ
る
の
か
。（
７
）
現
実
と
切
り

結
ぶ
理
想
で
あ
れ
と
、
願
い
た
い
が
。 

 
 

〔
２
０
１
５
年
５
月
２
４
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

「
叙
情
詩
」
は
次
の
う
ち
ど
ち
ら
か
、
適
す
る
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 

○ア 

外
界
の
事
象
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
作
者
の
感
動
を
直
接
に
表
現
し
た
詩
。 

 

イ 

神
話
・
伝
説
・
古
代
英
雄
の
事
跡
・
歴
史
上
の
事
件
な
ど
を
、
物
語
の
よ
う
に
述
べ
た
詩
。 

問
三 

傍
線
部
（
１
）（
２
）
は
何
の
こ
と
か
、
文
中
の
漢
字
２
字
で
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
う
。 

 
 

（
１
）「
あ
の
星
」：（ 

地
球 

 

） 

（
２
）「
利
口
な
猿
」：（ 

人
類 

 

） 

問
四 

〈
Ａ
〉
に
適
す
る
漢
字
１
字
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

問
五 

傍
線
部
（
３
）
に
あ
て
は
ま
る
国
を
文
中
か
ら
５
字
で
抜
き
出
そ
う
。 

 
 

（ 

米
ロ
英
仏
中 

 
 

） 

問
六 

傍
線
部
（
４
）
を
終
結
さ
せ
た
マ
ル
タ
会
談
に
臨
ん
だ
米
ソ
両
首
脳
の
名
前
を
答
え
よ
う
。 

 
 

米
国
首
脳
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ 

）
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
首
脳
（
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
） 

問
七 

傍
線
部
（
５
）
で
、「
僕
」
を
オ
バ
マ
大
統
領
、「
校
歌
」
を
核
な
き
世
界
を
唱
え
た
オ
バ
マ

大
統
領
の
名
演
説
と
す
る
と
、「
心
中
」
と
「
学
校
の
生
徒
」
は
何
を
指
す
だ
ろ
う
か
。 

 
 

「
心
中
」：（
オ
バ
マ
大
統
領
が
核
な
き
世
界
を
作
る
と
の
約
束
を
た
が
え
る
こ
と
。） 

 
 

「
学
校
の
生
徒
」：（
核
な
き
世
界
を
理
想
と
し
て
求
め
る
人
々
。） 

問
八 

傍
線
部
（
６
）
は
、
何
の
実
現
へ
向
け
た
熱
気
だ
っ
た
か
、
文
中
の
５
字
で
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 

核
な
き
世
界 

 
 

） 

問
九 

傍
線
部
（
７
）
を
３
０
字
程
度
で
、
具
体
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。 

 
 

〔
答
例
〕（
核
兵
器
の
存
在
す
る
現
実
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
廃
止
に
力
を
与
え
る
） 


